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淡路島の亜炭（その1）
東中秀雄＊ 示井浩三＊
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　　　　　　　　Part1

　　　　　　by
Hideo　Higashinak我＆Kl6zδ，Nagαi

Abstract

　　　In　Awa．ji　Is13nd　there　are　several　lignite’fieldsジof　which　those．of　Yur3，Kashu，

Ts亡i，Hirao，Shitoori　and　Maruy＆ma　were　mined．Thεsummarized　repo士t　on　the　survey

of　the丘elds　was　published　previously’in　Bu11．Geo1．Surv。Jap。VoL　2，．No。1．Now　are

pr6sented　the　det我iled　reports　onρach　field．Since卑e　survey・was　carri6d　out　from　the　end

・f1946t・194乳theresults・f．theinvestigati・ndiffersins・mep・i血tsfr・叫hepresent

condition．Hence　the　writer　co辞siders　t1｝at　it　is　prefer＆ble　now　to　describe　mainly’about

、the　lignite．bearing12yers，together　with　the　historical　notes　and　the　mining　process　of　the

Helds　at　tha，t　time．

　　　The　report　co血sists　of　two　pαrts，the　first　one　of　which　cont＆ins　here　the　result　of

the　survey・about　the　fields　of　Yura，：Kashul　and　Tsui．

　　　　　　　　　要　　旨

　昭和年年末から翌年にかけて本邦炭田開発調査の一

つとして，淡路島の亜炭調査が実施され，その総括的な

報告は地質調査所月報第2巻第1号に掲載された。こX

には各論として各地域についての概要をまとめた（第1

図）。もちろん今日となつては，炭鉱の様子などは大いに

変わつているので，こ二では爽亜炭層（以下特記の必要

のない限り，爽炭層と呼ぶ。）の状況を主にし，これに炭

鉱の沿革や当時の稼行状況などを加えて述べた。

1。由良地域

　1．1・地　質

　由良地域は洲本・由良を結ぶ県道沿いの内田を含む北

西一南東に延びる面積0．5km2（1」5km×0．3km）足

らずの小区域で，紀淡海峡に面しているる

　本地域に分布している地層は，下位から白璽系・内田

層・段丘礫層および沖積層である（第2図）。

　白垂系：・江原真伍の申良砂岩頁岩層解該当し，、おX

むね走向N20～450E，傾斜35～500SEを示す・主と

して頁岩からなり，砂岩層および礫岩層を挾有する。1

＊　地質調査所調査員

　内田層：　本地域の來炭層に対する仮称で，上記白里，

系上に不整合にのり，粘土・砂・砂質粘土からなつてい

る。

　この層の層序は第3図に示されてあるが，その下部は

主として内田の神社付近，上部は土生川および天川付近

の観察から作成され，その全厚は約110m宅ある。

　白垂系と内田層との不整合は，内田の神社西方約100

1nの崖でみられる。厚さ約41nの礫岩層が東に約300傾

斜して白垂紀の頁岩上にのつている。　この礫岩は径10

cmを最大とする砂岩とチ勺一トの礫を，同質の砂で膠

結したもので，なかに亜熊片を含む。この基底礫岩は上

記のほか，神社の裏の小丘，斜坑から南東200m余の

一軒家付近，土生川とその北側の山腹および避病舎の南

方に当る池畔などでも認められる。

・段丘礫層＝・内田層上に不整合にのり，標高15～25nl

め段丘を構成している。r砂岩・礫岩などの円礫が多く，

礫の最大は径70cmに及ぶ。その厚さは約2mで，海

に向かつてわずかに傾斜する。

　本地域には断層はほとんどみあたらず，わずかに露頭

②の付近および天川の不整合の付近の白墓系中を東西に

走る断層が予想されるにすぎない。、
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第1図　淡路島の亜炭調査地域図

　1．2　炭　層

　本地域の内田層中には第3図に示すように，上中下の

3炭層が挾有されている。これらのうち稼行可能な炭層

は下層で，その約35m上位の中層はきわめて薄く，さ

らにその上位約45mにある上層は草炭で，その厚さも、

またき’わめて薄い。上層・中層は1，2ヵ所において認

められるだけで，厚さはいずれも一般に5cm程度にす

ぎない。露頭におげる炭層の状況を第2図中の露頭番号

に従つて次にしるす。

　①　粘土層中に，上層である草炭の薄層がみられる。

　②　砂層・粘土層・砂質粕土層の互層中の砂層のなか

に，中層をなす亜炭片がみられる。

　③，④　旧坑付近の下層の露頭で，その平均炭丈は

98¢即である。i爽みは，③では厚さ25cmと　5cmの

2枚の粘土と20cmの亜炭質粘土で，・④では35cmの’

粘土1枚である。

　⑤　水平坑における下層で，当時掘進中のためその下

部は観察でき’なかつたが，炭丈は70cm以上あり，そ

れにいずれも厚さ15cmの粘土の爽みが2枚認められ
るo

　下層の上盤iは厚さ約50cmの淡灰色の砂層で，その

上位には小粒の礫層が重なるが，炭層の直上に5cm内

外の粘土質の薄層が介在することもある。下盤は砂質粘

、

1　兵庫県津名郡由良炭鉱付近

2兵庫県三原郡賀集炭鉱付近

3兵庫県三原郡津井炭鉱付近
4　淡路島酉岸中央部　’

5　兵庫県津名郡中田村竹谷付近

6　兵庫県津名郡鮎原村河上付近

7　兵庫県三原郡倭文付近

8　兵庫県三原郡丸山付近

9　兵庫県三原都阿万村付近

10　兵庫県三原郡神代村・八木村付近

茸　兵庫県三原郡灘村付近

土層である。

　本炭層は内田部落付近では，炭丈およそ100cmの厚

さをもつて北東に約30。傾斜し，そのままある程度平地

下に延びて稼行にたえるが，それ以外の箇所では，同層

ゐ導続がみられるというだけで，経済的には問題になら

ない（⑥，⑦）。

　⑥下層が3層の亜炭片としてみられる。

それらの層間距離は21nと3mである。

　⑦　下層が1層の亜炭片としてみられる。

　1．3由良炭鉱

　炭鉱名由良炭鉱
　鉱区番号　兵庫県試登5，129号

　鉱区面積371，350坪

　鉱業権者　大阪市西成区橘町尊丁目8番地

　　　　　目本鉱燃株式会社取締役社長　松浦芳一

　由良炭鉱は以前淡路炭鉱と呼ばれ，大正10年頃山田

初三によつて試掘され，大正13年頃まで続いたが，そ

の後鉱業権者が三たび変わり，休業状態となつた。昭和

・19年11月，現鉱業権者松浦芳一が鉱業権を譲り受け，

同20年1月から試掘を始め，同年8月の終戦時まで積

極的に努力したが，斜坑の掘進延長約20mで終戦に合

い，未着炭のまま作業を中止した。その後，同21年4

月立坑を開さくし，深さ10mで山丈1．40mの炭層に

2一（208〉



淡路島の亜炭　（その1）（東中秀雄・永井浩三）

　　　　　　　　　　　　　　第2図　由璽良炭鉱付近地質図

着炭したが，熟練坑夫の不足と資材難とで作業が進まず，

た黛排水に追われるといつた状態が続いた。

　坑道の記載は次のとおりである。

　旧立坑：　大正12～13年頃のもの。現在の立坑の南

約20mにあつて，1その深さは約101n。そこからS

20。Eの方向に水平坑を約100m掘進したということ

である。

　旧斜坑：　昭和20年頃のもので，地質図上の⑤の付

近にある。方向S20QE，傾斜（一）200・約2q　m掘進

して，未着炭のまま放置。

　立坑：　昭和21年のもので，深さ約10エnで着炭。

　斜坑：　昭和22年2月上旬，本調査の結果に基づい

て開坑したもゐ。方向N200W，傾斜（一）20。，加脊

6’×6’。坑口から55mで着炭するという予想をもつて，

12mまで掘進し，さらに掘進続行中。

　水平坑：　昭和22年2月下旬，本調査の結果に基づ

いてS300Eの方向に開坑したもの。着炭（炭丈約100

cm）して約10皿掘進。

2．賀集地域

2．1地質一
本地域は淡路島の南部に位し，淡路鉄道賀集駅南東方

め約6kn12の区域である。　調査当時には賀集村福井組

字正木に賀集炭鉱があつた。

本地域を構成している地層は，下位から白璽系・賀集

層および玉石層である．（第4図）。

　白璽系は江原真伍のいう北阿万砂岩層で，厚さ10～

20cmの頁岩層を挾むことが多く，場所によつては砂岩

・頁岩の互層をなす。また小粒の礫からなる薄い礫岩層

を挾むこともある。1走向N40～60QE，　傾斜35～50。

SEを示し，各所にみごとな露出面がみられる。

　賀集層というのはこの区域の爽炭層に対する仮称であ

る。　白聖系を不整合に覆い，『砂層と粘土層の互層をな

す。その露頭は大日川鉱業所（露頭No11の北西約70、

m）の付近，戸川池東畔，牛内から野田に至る途中の牛

内川の川底および稲田の川底においてみられる。これら

のうち鉱業所付近の露出が最もよい（第5図）。そこで

は下部に2mの礫層がある。これはやx角ばつた和泉砂

岩の礫からなるも、ので，基底礫岩らしいが，その下限が，

みえないので断定はできない。この礫岩層の上にしばし

ば亜炭片や粘土の同時礫を含む厚さ8．6血の粘土層と・

砂層との互層があり，さらにその上に2．5mの砂層が

ある。その上には3枚の炭層を含む厚さ5．2mの粘土

層がのる。こエの地層の走向は大略NE・SW，傾斜20。
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NWである。

　なお牛内川では青色の砂質粘土層，戸川池畔では灰色
　　　　　　　　　　　　　　　粘土層，稲田では青色砂質粘土層が露出している。稲田

の粘土層中には厚さ20cmの炭質粘土の薄層1枚が挾
有され・それに少量り亜炭片が含まれている。

　玉石層とは賀集層を不整合に覆う第四紀の礫層のこと

である。主として白垂系の砂岩礫からなり，その最大の

ものは直径11nに及ぶ。試錐によると，炭鉱付近では

18血以上の厚さがある。この地層は，地形図から推察

され・るように扇状地をつくり，賀集村・北阿万村一帯の

平地を覆つているものと考えられる。和泉砂岩層上に賀

集層が不整合にのり，これをさらに玉石層が不整合に覆

つ七いる有様は，大日川上流，炭鉱事務所北方の大日川

の岸，および戸川池南東畔において観察される。これら

のうち，大日川上流でみられる和泉砂岩と賀集層との関

係は，一見断層のようにもみえる炉，断層面はみあたら

ず，また接触面付近の粘土層中に砂岩の礫が散づて含ま

れている点などから一応不整合と認定した。

　試錐の結果によると，來炭層は旧試錐No．1では27

m，旧試錐No．2では2L8mの厚さがあり，いずれ、
も大部分粘土質からなつていう。8新期の礫層（玉石層）

が堆積するまでに，津井村・江井町方面でみられる上部

め砂層と下部の粘土層の一部が侵食されてしまつている

と考えられる。

　炭層の拡がりは，露頭が少ないので，坑内の状況と試

錐結果とを主にして判断すると，第4図あ地質図上でほ、

ぼ平行に引かれた2本の太い破線の範囲内，あるいはそ

れをいくらかはみでる程度のものと考えられる。この西

の延長を知るために，本調査に基づいて新しく試錐No．

1，2，3，4を行なつたが，このNo．1では賀集層はな・

く，No．2では13．7皿の粘土層があるが，炭層は木節“

粘土に変わつていたので，炭層の西部の限界はNo．2の

いくらか東方に存するものと考えられる。Nα3は賀集

層の限界を知る資料を与えることになるが，玉石層が12－

1n続き，またNo．4ではこの礫層が1翫n続いて，掘！

進に難渋したような状態であつた。．

　2．2炭層
　3枚の亜炭層のう、ち，稼行にたえるのは下層のみであ．

る。大目川上流の左岸における露頭では，それらの厚さ

（爽みを除いたものを炭丈，炭丈とほとんど同じである

が，場所によつて区別し難い來みを含むことのあるもの・

を炭層の厚さ，明瞭に区別しうる爽みをも含むものを山・

丈とする。以下同じ。）は上層が55cm，中層が20cm，

下層が115cmである・それぞれの層間距離は，上層と中・

層間がL50血，中層と下層間が1．30mであるく第5

図）・この上層に一部侵食されて真の厚さを示さないが伽
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その右岸で掘りだした露頭No．3では炭丈130cmの

厚さがある。しかしこの上層は，試錐資料からみて，比

較的急激に薄化するようである。

　露頭No．1，2，3によると，下層（本層）において

はいずれもその上下盤ぎわに厚さ5～17cmの炭質粘土

（木節粘土）があり，來みはほとんどない。上層はその

下部に厚さ5cmの白粘土層を挾む。坑内では，下層直

上の炭質粘土は欠けるところが多く・また炭層直下磧厚
一
さ
数 cmの白粘土層が挾まれているところがある（第8

図）。

　下層は本層と呼ばれ，その厚さは平均120cmーあり，
『
炭 質は木質で，不純物少なぐ良質である。上盤には緻密

第6図　賀集炭鉱に盆ける炭層等高線図

な粘着性の青色粘土が発達している。この青色粕土の存

することは，露頭のほか試錐や坑内においても共通した

ことがらである。

　本層は一般に緩慢な波状構造を呈し，一部に断層も発

達している。第8図は坑内各切羽（第7図の①～⑫）に

おける炭柱図およびその見取図である。第8図の（8）

および（10）に示されているように，第1風坑左1片の

先端付近および第2風坑左1片のいずれの肩部において

も，炭層は擾乱されている。すなわち，　（8＞『では傾斜

20。NWの小規模な逆断層が現われ，．（10）では2つの

断層によつて中間の炭層がはみだされたような状態を示：

している。また（5）でもいくぶん乱れたあとがみられ

る。もつともこれらの断層は比較的狭い範囲に限られ，

あまり長くは延びていないものと思われる。　（1）では．

径18cm以上の樹幹が横倒しのまま圧縮されて茶福色

を呈し，また（12）では径11n以上の樹根が生育当時の

ままと考えられる状態で残されている。

　炭層が波状構造を示すことほ，坑内の状況からわかる・

（第6図）。有望地域のほ黛中央部では，本層は走向ほ 讐

南北，傾斜約10。W（第7図）であるが，その東方の第
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淡路島の亜炭　（その1〉（東中秀雄・永井浩三）
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第7図　賀集炭鉱坑内実測図（①～⑫は第8図のものと対応する）

2風坑本卸左1片の肩部に至ると，や』変動地帯とな

り，200内外に急斜して大日川に露出する。大日川はほ

ぼ緩慢な背斜の軸に当り，その右岸に露出するものは・

走向N30QWタ傾斜10～200Eとなつて，傾斜の方向は

逆となり，さらにその東方ではふたNび向斜軸を経て北

東方へ上るようである。約言すると，ほマ南北方向の軸

を有する傾斜の緩い榴曲構造を示している。しかし爽炭

層は坑内の状況から推察すると，白聖系の侵食された低

地，つまう基盤の表面の高低に応じて堆積したと思われ

るので，摺曲といつても，一概に基盤の運動に負うもの

と断定することはできない。

　2．3賀集炭鉱－

　2．3．1沿革

　鉱区番号　兵庫県採登225号，320，000坪

　　　　　同　　採登167号，460，850坪

　鉱業権者　筒井密義

　明治時代から三谷某なる代議士によつて稼行されたと

伝えられるが，記録がないので審かでない。昭和14年

6月，坂口常太郎によつて70m余の水平坑道が開さく

された瓜設備規模ともに幼稚で坑内に瀬水が多く・中．

止された・その後昭和16年4月，昭和開発合資会社代

表社員長谷川元右衛門は当炭鉱の中央部から北東方に向

けて斜坑を開さくし，同19年10月まで稼行したが，

その間の出炭量はわずかに1，000tにすぎなかつた・そ

の後をうけた筒井密義は苛烈な大戦後半から終戦時にが

けて資材および労務者の不足に悩み，出炭不振をきわめ

たが，本調査が行なわれる頃からようやく出炭量を増し

てきた。

　本炭鉱は古’くから坑道が稼行されているので，乱掘の

あとが多いが，そのかわり亜炭の賦存状態がかなり明瞭

にされている。その埋蔵量は少ないが，経営よろしきを

得て，．昭和23年の初期には月産600tに達した・これ

は当時における島内最大の出炭量であつた。

　上述のように，本炭鉱は古くから開発され，設備もあ

る程度整つているので，淡路島における炭鉱経営の代表

として，昭和22年3月頃における稼行状況の概略を次

に述べ，今後の参考資料犀供したいと思う。

　2．3．2稼行状況

　坑、道

　稼行坑道は第1風坑と第2風坑の2斜坑である（第7
図）。

　第1風坑の坑口は標高（＋）811nの本層の上盤に設

けられ，方向2450，傾斜（一）200，加背6ノ×6’で開

さくされている・坑口から40mの地点で本層に着炭，辱

沿層で准むこと10m，そこで左1片を設置し，その潔

け先15mに右1片を設け，さらにその下方4mに左

2片を開けており，第1風坑本卸しの総延長は100mに

’達する。なおこの本卸は途中で220。に方向を変え，傾

斜は100まで変わつている。

　第2風坑本卸の坑口は第1風坑の南南東約101nの地
点（標高はほ黛（十）81m）に，方向2100，傾斜（一）

200，加脊6’×6’で開坑されている。坑口から37mで

本層に着炭し，沿層で進んでそゐ下位5nlに左1片，さ

らにその下位10mに右1片を設けてぴる。この本卸は

上記第1風坑左1片と貫通連絡し，その総延長は75m一

傾斜は浅所から深部に向かうにしたがつて230から100

に変化し七いる。

　第1，第2風坑とも，長さ6尺，末口6～7寸の坑木

を使用し，枠の問隔は11nで，落石を防氏するため矢木

および背板を施している。

　各片盤切り羽の状況は次のとおりである。
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淡路島の亜炭　（その1〉（東中秀雄・永井浩三）

　第1風坑左1片：　加脊6’×6ノ，延長120m。切羽

は，昇り7ヵ所，卸し5ヵ所，延べ先き1ヵ所・計13

ヵ所あるQ

　第1風坑左2片：加脊6’×6’，延長10m。切羽は

片盤延べ先き’1ヵ所である。

　第2風坑左1片：　加脊6ノ×6’，延長401n。切羽は

昇り2ヵ所，、目抜き1ヵ所，計3ヵ所ある。

　各切羽における炭層状態は第8図に示すとおり，かな

り変動しているところもあるが，概して順調な賦存状況

を示し，1．2mの平均炭厚を持続し，炭況可良といえる。

　採炭
　採掘および掘進＝　採炭は規則正しい残柱式を行なう

のが適当と思われるが，不規則な変形の残柱式が用いら

れているので，可採率は50％にすぎない。長壁法を採

用すれば，これを80％程度に上げうるであろ5が，地

表沈下のおそれを考慮しなければならない。

　採撚法は手掘りであるが・岩盤が軟弱であるがら・発

破の必要はない。

　廃石は採掘あとに充填するのを原則としている。また

片盤や切羽には坑木で支柱を施し，盤圧の制御に努めて

いる。さいわい天盤は粘着性の粘土であるため，落盤の

憂いは見かけほど大きくはない。

　運搬：一切羽運搬は“すら”を用い，人力で片盤坑道

まで引き，炭車に積み換え，巻き立てまで手押しし，坑

肩主要巻揚げ機で坑外に搬出して貯炭する。

　巻揚機には電動機（51P1台）と石油発動機（7。51P

2台）とがあり，巻き上げ能力は0。3t車3車，1日の

．運搬能力は20tである。

　炭車は木製の長方型箱型で，0。3t車14台がある。

軌条ほ6kg（121b）のものが用いられ，軌間は12”で，・

1総延長は350m．である。

　山元貯炭場に貯炭された亜炭は，同所から賀集駅ある

：いは福良港へ，1．2t積み荷馬車で，1日に9台を用い．

て運搬されていたが，その後亜炭開発道路拡張工事が進

歩して，4．Ot積みトラックによつて，山元から直接各

方面へ搬出されるようになつた。

　通気＝　気温の低い10月から翌年5月までは自然通

気で稼行できるが，夏期に入り外気ゐ温度が高まると，通

気は不良となるので，排気坑（第1風坑本卸）に備えつ

けの扇風機を運転して第2風坑本卸から入気し，各片盤

や切羽を流通して，第1風坑本卸から排気する。坑内温

度は平均210Cである。

　照明：　坑内照明としては電灯線を各切羽に引きこん

でいるが，アセチレンガス灯も使用されている。炭塵お

よびガスはほとんどないから，調査当時では裸火でも爆

一発の危険はなかつた。

　排水：『坑内の2ヵ所にポンプ座を設けて2段排水を、

行なう。坑内、の涌水は，この炭鉱では比較的僅少で，毎

分3立方灰内外であるが，降雨時には増水する。停電時

に備えて，電動機（51P1台）のほか，石油発動機（7・5

1P1台）が用意されている。鉄管は2．5”のものが約80

1nあるQ

　能率；　採炭夫1人1目当りの採炭率はL2t，掘進

夫1人1目当りの掘進率は0．5mである。

　選炭および積込み

　選炭；F坑内切羽で採炭夫によつて石炭中に混在して

いる廃石を除去し，坑口貯炭場で選炭婦によつて手選を’

行なう。選炭婦の手選能率は1人1目当り3・tである。

　亜炭の種類および大きさなど：　本炭鉱の亜炭は木質

亜炭に属し，塊粉の割合は，切羽では塊90％，粉10％

位であるが，坑外に搬出され，2～3日経過すると，主

として乾燥と湿度によつて鱗片状に破砕され，塊70％，

粉30％程度に低下する。時日がたてばさら障粉化する

ことばいうまでもない。　こXに粉炭というのは1”節の

目を通るものをさす。また塊炭は，大きいものは長さ

50～70cmに達するが，長さ10～30cm・程度，厚さ2

～3cm程度のものが最も多い。

　積込み：坑口貯炭場で馬車またはトラックにスコッ

プで積み込む以外，ほかの設備はない・

3．津井地域

3．1位置および地形

　こ』で津井地域というのは，三原郡津井村を中心とす

る地域をさし，津井村から東本村にまたがつて津井炭鉱

がある（第9図）。

　本地域の北部は海に面し，東部および南部には白璽系．

が，西部には花謁岩・石英斑岩類とこれらを覆う白墓紀

の礫岩層とが分布している。これらの岩層からなる山地

にとり囲まれて新期の地層が分布し，その表面はおXむ

ね平坦で，海に向かつて緩く傾斜している。海岸では雁

子岬とその東に花嶺岩が分布し，登立の翁娼崎には白璽

紀の礫岩層が露出し，ともにその付近の新期の地層が分

布している地域よりは10～201n高く抜きでて》る。

’
段 丘には海抜40血，25～301nおよび15mの3種が

ある。最初のものが最も多く，後2者には礫層によつて

覆われているものもみかける。．

　登立南方も新期の地層からなつてい．るが，その西方の

雁子・東本村一帯が砂層からなつているのに，4Nは礫

層がのつている関係上，地形は幾分悪である・

　3．2地・質

　3．2．1層序
　下位のものからあげると，火成岩類（花崩岩および石
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淡路島の亜炭　（その二1）（東中秀雄・永井浩三）

英斑岩類）・白璽系・津井層・段丘礫層および沖積層で

ある（第10図）。

　花嶺岩および石英斑岩類：　石英斑岩の方が多い。西卜

路山・西本村方面および雁子岬付近に分布している。

　白聖紀礫岩層：主として花崩岩類の円礫からなる。

その大きさは大小種々で一定しないが，最大のものは径

70cmに達する。ほかにチャートの小礫が若干混じつて

いる。膠結物は礫の構成物と同一の砂である。分布箇所

ーは・西路山と酉本村に露串する花嵩岩地帯の南部と・炭

鉱事務所（第1斜坑坑口東約301n）の東方の丘および

翁娼崎の3地域である。

　この礫岩層と花崩岩類との近接部分は，阿那賀村西路

山付近の海岸沿いの道路でみられるが，そこでは確かな

接触部は観察できない。しかし津井炭鉱の事務所西方の

　し山地および阿那賀村丸山から仲野に通じる山道では，礫

岩が花嵩岩上にのつているのが認められる。そこでの観

察によると，断層の形跡も礫岩が接触変質を5けた跡も

ないから，礫岩層は花嵩岩類を不整合に覆うものとみな

・してよいであろうF。その接触酉は南東に約30。傾斜し

ている。この礫岩層は笹井博一の津井基底礫岩層に相当

するものである。

　白聖紀頁岩層：　上記礫岩層り南側に分布し，走向ほ

ぼNE－SW，傾斜40～450SEを示す。礫岩層の上位を

整合に占めるもので，笹井の湊頁岩層に相当する・頁岩

は多くの場合砂質で，微細な炭質物片を含み，20～30cm

の厚さの砂岩の薄層を挾む。これらは下位の礫岩層に近

づくにつれてその厚さを増すとともに，小礫からなる薄

い礫岩層を挾有する。

　東本村から南方の仲野に通じる道路で，炭鉱事務所か

ら約1．8kmの地点の西側の崖，および登立から湊町市

街に通じる海岸道路で，登立部落から約1km東方の地

、点からともに且彿窺o％漉．が採集されたQ

　津井層：　白璽系より若く，段丘礫層より古い地層を

津井層と名づける。登立・中津浦・雁子および東本村に

広く分布する・概括的にいうと，下部は粕土を主とし，
一
上
部 は場所によつて砂あるいは礫を主とする。

　下部の粘土を主とする地層は，自然の侵食作用のほか

に，瓦の原料として村民に採取されるために，雁子，中

津浦の海岸付近，中津浦にある大池の東，またその大池

の南東方にある川床などに露出している。

　この粘土層の中には砂質粘土の部分があり，砂層ま1た

は小礫層の薄層が挾有されている。粘土≧砂質粘土とは

同一層準内で急激に移り変わる。東本村にある炭鉱事務

所南方の川床の粘土層には顕著な亜炭の露頭があり，ま

た登立の海中および雁子岬南東の低地にある小さい池の

北西隅には，この粘土層中に亜炭片の散在するのがみら

れる。これらと試錐結果（省略）とから判断すると，こ

の粘土層中に3枚の亜炭層があるものと考えられる（第

11図）。第1斜坑の坑内で，この最下位の炭層の下盤か

ら・肋040窺σが採集された。このことはこの粘土層が淡

水堆積物であることを示す。

　粘土層の上位にある砂を主とする地層は，調査地域の

至るところに分布している。この層は黄褐色で，偽層の

ある砂層がその大部分を占め，一部には薄い小礫層を挾

む。また砂質粘土と粘土の薄層をも挾み，砂質粘土は砂

と水平的に移り変わる。この砂を主とする地層の上部に

は，花嵩岩が風化して生じたと思われる水磨されていな・

い白色粗粒の砂層がある。
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　なお中津浦付近ではこの層の中に厚さL2～エ．5卑の

凝灰質粘土層が1層挾有され，北西に20。傾斜してN

40。E方向に延び，下位に木節粘土が賦存している。

　礫を主とする地層は登立部落の南方に分布する。砂質

粘土または茶色の粘土を挾み，成層面はほとんどない。

礫には角礫と円礫とがあつて，径70cniに達するもの

がある。大部分が花崩岩類であるが，砂岩や礫岩の礫を

も含む。もつとも花歯岩類といつても，それは津井基底

礫岩層中に礫として含まれていたものが主であろう。一

　津井層の基底礫層は一般にみにくいが，東本村の川の

上流にみられる亜炭片を含む礫層は，これに該当するも

のと考えられる。帽

　段丘礫層：　標高25～30mと15rαとの2段丘上
に，厚さ約2mの礫層が津井層を不整合に覆っていると

ころがある。礫は最大のもので径30cm，花嵩岩類が多

く，ほかに砂岩やチャートなどを少量混じえる。

　沖積層：　現在の河流に沿うものと海浜に発達してい

るものとがあるが，あまり厚くない0

　3．2．2　地質構造

　本地域の爽炭層である津井層はすでに言及したよう

に，花嵩岩類や白奎系の基盤岩層上に不整合にのり，第

四系の段丘礫層によつて不整合に覆われている。本層は

地質図（第9図）からわかるように，緩い波状摺曲を示

し，ほ黛南北に走る中津浦向斜と北東一南西に延びるド

ーム性の東本村背斜（第12図）とがあり，その間に南

北性の雁子断層と命名した逆断層が存在する。

　雁子断層の露頭は，（1）津井小学校東方，（2）その

南方の津井バス停留所の南および（3）さらに南方の池、

の近くでよく観察される。すなわち，（1）では津井層

の砂と粘土との互層中にこの断層がみられ，落差は測れ

ないが，断層面は走向N200W，傾斜70QWを示してい

る。（2）においては断層の上盤は白璽系の礫岩で，下

盤は津井層の砂と粘土との互層であつて，断層面は走向

N209W，傾斜40。Wを示し，断層の西側が東方に衝上

している。また（3）では上下盤とも津井層で，断層面

は走向N200Wタ傾斜7σOWを示している。津井層の

傾斜は断層付近では急であるが，断層から離れるにつれ

て徐々に緩くなつている6本断層の南方延長部は白墓系

の礫岩層中に延びているようであるが，この礫岩層の南

方に分布』している頁岩層中では大き’な断層は起こつてい

ないもののようである。津井小学校の東の地点から北方

では，断層線は多少の曲りはあるが，おXむねN200E

に向き’を変えて海に入る。その付近では津井層の傾斜の

著しいのがめだつo

　断層は上記のほかに，津井小学校の北方に2ヵ所存在

する。その1つは粘土と砂の互層中にみられ，断層面は
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　第12図　　津井炭鉱坑　内外実沢肝　図

走向N800El傾斜600Sを示し，落差は3mである。

他の1つはその北方の石英斑岩中をほ黛東西に走る垂直

断層である。

3．3炭層
本地域の津井層中には3枚の亜炭層が挾有され，上か

ら上層・中層および下層（または本層）と称えられている。．

上層は厚さ30～45cmで，部分的には、65cmほどに

膨大しているが，概して連続性に乏しい。1中層は上層の

下位3～71nにあつて，厚さ45～90cmであるが，上

層と同様に変化が激しい。本層は中層の下位3m内外に

あつて，厚さは平均120cmで，その発達状態は比較的

安定している。

本層は走向N20。E，傾斜10～15。Wで，爽みは粘

土質で，15cmと5cm程度のものが2枚介在してい
る。　また上下盤はともに粘着性に富む粘土である。第

12図は本層の賦存状況を示す。

3．4津井炭鉱

＃＝　 蜘　遭
　一＿　走向傾斜
一一一　断層

ぢ）婿融
　而　炭層露頭
一金一脊斜軸
　◎　 試，錐

～　 道　酷
　□　　象．屋

∠川
《地形

　鉱区番号　兵庫県試掘5，323号，面積240，000坪

　　　　　同　試掘5，681号，面積357，832坪

　鉱区出願受付番号　昭和22年近商第73号，面積・

　　　　674，000坪
　鉱業権者　本田他吉

　津井炭鉱第柔斜坑姉口の南西方約70mの河底に既述・

の亜炭層の露頭があるが，その西側が明治40年頃に露

天掘りされ，瓦焼き・に供されたという・その後昭和19

・年に堺市の橋場与三吉から現在の鉱業権者である本田が

買収し，20年の5月に第1斜坑を開坑し，幾ぽくもな

く終戦となつて休業6ヵ月に及んだが，その後掘進を続

け，21年夏着炭した。しかし涌水と落盤に悩み，本調査

が始められる頃までは一意排水につとめるといつた状態

で，ほとんど出炭をみなかつた。終戦前には，兵庫県当

局が試錐を施行した。

　坑道には第1斜坑と第2斜坑とがある。第1斜坑の坑

口の標高は（＋）10mで，本層の上位から開坑し，その
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方向は73。，傾斜は（一）20。で，加脊は6ノ×6’であ

る。延長36mで右零片盤をつけ，片盤口から71nで本

層に着炭させている。

　第2斜坑は本調査の結果に基づいて開坑したもので、

そめ方向は2600，傾斜は（一）20。で，加脊は6’×6’

である。

　　　　　　　　　　　　　　　（以下5号に掲載）

／
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